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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいたださましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、がずこの「取扱説明書」をお読みいたださ、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターサービス登録力ードは必ずご投函ください。 
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安全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危書と財産への損害を末然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危書や損客の程度を次の表示で区分し、説明しています< 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示してしほす。 


この表示を無視して、誤った取巧し巧すると、人び死じ重傷を負う可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示してしほす。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷書を負ラ可能性や物的 
損害の発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


么危険 (DANGER) 


A 注意 (CAUTION) 


0 ® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

〇 C © 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 

♦説明文中の r お願い」 事項は、本磯を誤 D なく正しくお使いいただくための巧容び記載されていまず。 


A 危険 （ DANGER) 


「★カソリン使用禁止 I ^ /CV 

ガソ U ンなど揮発性の高し、油は、絶対に使用しないでくださし、。 ( Mt ) 

か量の混入でも、乂災の删になりまず。 



告 (WARNING) 


みスプレー吿厳霉 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの前面や温風の 
あたるところに放置しないでくだごい。 

熱で宙の圧力が上がり、爆発し、危険です。 

I ★換気ぶ t 要] 

•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足ずると、不完全 
燃焼し、一酸化炭素などび発生して中養になるおそれびあります。 

• 使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補 
給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 
場所 では、使 用しないで< ださい。 _ 

み温風吹出口（ルーバ ー） をふさがない 

衣類、紙などで溫風吹出 □ (ルーバー）や燃焼•溫風空気取入口（ファン 
フイルター）をみさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因になります。 


I ★巧類の乾燥厳禁 I 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 
落下した衣類に乂びつさ、火災の原因になります。 




ガソリン禁止 


0 

禁止 

爲 

換気 

0 


★寝るとを消乂 


寝るときやか出するとさは、必ず消义し、乂び消えていることを確認し 
て < ださい。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



お使いになる前に 

















安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


み可燃性ガ ス使用厳禁 I 

ス I ブを盾用17ている部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないで<ださい。 

乂災や故障の原因になります。 




意 （ CAUTION) 


★カーテ：^可燃物近接禁止 I 

力ーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

乂災び発生するおそれが あります。 

み給油時消乂 1 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5、火の気のないと 
ころでおこなってください。 

乂災のおそれびあります。 


「★居室内給油禁止 I 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい。 
火災のおそれびありまず。 


「*油漏れ確認 I 

給油□□金は確実に締めて<ださい。 

給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びかれて、火災 
のおそれがあ0ます。 

• 油び漏れる状態で使用しないでください。火災のお それびあります。 

み異常時使用禁止1 

におい、すすの発生、炎の色など異常を感じたとさは使用しないでください。 
運転スイッチを押して「切」にしてください。 

異留燃焼のおそれびありまず。 

•万ーストーブから火び出たり、床などに火びついたときは、あわてず 
に消乂器で消火して < ださい。 


★ほこりの陈去 

燃焼•温風空気取入 □ (ファンフィルター）は、週1回料上必ず掃除してくださ U 
ごみ、ほこりなどで燃焼•遍風空気取入口（ファンフィルター)びつまると、異常 
燃焼のおそれびあります。 _ 

み温風に直 接あた5な い I 

温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に長時間い続けないでくだ 
さい。低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 




嚷 



巧 

禁止 


〇 

確認 

0 

使用禁止 



,温風を直接吸い込まないでください。気分び悪くなることびあります 。 L 


禁止 

\ 1 ★移動•運搬ずるときの注意 1 

ストーブはひきず5ないでください。床面、じゅラたんなどを傷つけた 
り、本体底面の塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ス1-ーブを移動する時は、おず消义し、油タンクを抜いて傾けないように静 
かに移動して < ださい。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理■引越しなどス1-ーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざ 
、5の灯油を抜いてください。な油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 


〇 

指示 

J 
















み腰をか!すたり物をの せない 

ストーフの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 

ストーフの故障や、やけどのおそれびあります。 

ストーブの上に花びんや、水を入れたちのなどを置かないで<ださい< 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 


★お子様やお年寄りのご使用に注意] 

お子様やお年寄り、体のご不自由なちびお使いになる場含は、やけどや、 

部屋の換気などについて、周囲の人び充分に注意してください。 

指 TT 、 



み電源プラグは確実に差レ込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 
f また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

1火災の原因になります。 ) 

城れた手での抜を差しはしないでください。 

感電の原因になります。_ 

み電源プ号グのお手入むをす奇 

ときどさは電源プラグを扳を、ほこり（及び金属物)を除去してくださし、 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になり 
ます。 


〇 

指示 

〇 


I ★分解峰單•改造の禁±1 

故障、破損した5、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 

み保管時にぃただが马 

長期間使用しないとき、または保管するときは、必ずな油を抜き電源プ 
ラグをコンセントから振いてください。 

傾けたり、横倒しの状態ではイ呆管しないでください。 

き取れなか〇た口油げ漏れたり、 火災のおそれびあ0ます。 _ 

[★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って弓 I を抜かないでください。 
電源コードび破損し、火災や感電の原因 になりまず。 

み長期間使用しないときは電源プラグを抜。 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントから抜いてください。 
义災や予想しない事故の原因とな0ます。 


⑩ 

分解禁止 

確認 

0 

% 

電源プラグを抜く 


店壁を異掏を入むない I 

温風吹出□(ルーバー)やス I -ーブ内部に指や異物を入れないでください。 
けびや乂がのおそれびあります。 


★高温部接触禁止 


ミ^ね5ないで 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口 (ルーバー)に手などふれない 
で < ださい。 

やけどのおそれびあります。 


、, " I , 

權’ 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 











安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


み廃棄するとを 

ス I -ーブを廃~裏処分するとをは、がず油タンク、油受けざ5内の丹油を抜を取ってくださ 
い。 （24 ページ参照） 

打ミをび入ったまま廃棄するとリサイクルの際思わめ事故び発生するおそれびあります。 


f ★次の場巧では偉用しなし、 I 火ぶや予想できない事故や故障の願になります。 

な< 平でな い場所、 不安定な場 所) ( S のあたる勵 U 眶の軟万(愚か 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない • 風のあたるところでは使用 
で < ださい。 しないで < ださい。炎び出 

巧震自動消火装置げ誤作動することびありまず。 てを険です。掃除機の排気 ^ 

* しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 にち注意してください。 I 

•毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。•部屋の出入□など人の通^ 
• 不安定な台上で使用しないでください。転落するお るところ、人びぶつかったり^ 
それがあり危険でず。_________ つまずく場所で使用すると、^ 

(:勵戸などスト—ブが囲ねれる場所) 奪!裝惑豁贊 f 起 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方を占品右 K 爪がけ r お， 
しないでください。火災の原因になりまず。 げ夕足な物をのせ心棚なを 


〇 

指示 


0 

使用禁止 


0まこりや湿気のをい場所） • が獅し澈 

• 空気を取り入れる燃焼.温風空気取入口（ファンフィル(_直射日光の あむ 
ター）び目づまり状態になり、異常過熱や異常燃焼を起 • 異常燃焼を起こ 
こし、事故になる危険性び あります。 • 油タンクの巧ミ白 

典美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化磯品を使う場恥 ありまず。 
•理.美容院、火ソキ、塗装エ塌、電子部品組立工場、繊維巧燃性ガスの発3 
関係工場などでは使用しないでください。 • 爆発や火災の 

器具の故障や、腐食性ガスの発生によ0金属、鏡、ガ户吉^，館!音舌 T 
ラスなどを傷める原因となります。 い™をが J 日 S 

• 石油ファンヒーターで隨房ずる部屋ではシリコーンを • 予測でさない! 
配合した枝毛用コート液やへアートリート>^ント（枝 まず。 

毛巧）は点火5スや、途中消火など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 

:;高地 （1300 mW 上の場所り 

• 酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

• 8 日日〜 13 邮 m では調整び必要でずので販売店までお問い合わ せください。 

★可燃物(木堅、含板、ふずま など)との 距離を離すり 

•ス I -ーブ上方の棚などとの距離は必ず] m が上あけてください。\ 

• 上ちの棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•特に、カーテンなどがストーブにふれないよラにしてください 。 J 
• 家具などか 5 は充分な距離をとつてください。 严 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


(不ま定な物をのせた棚な苗’の下 J 

• 落下物によ D 火災び起きるおそれびあります C 

(直射日光のあたる場所、温度の高い榻所) 

• 異常燃焼を起こすおそれびあ0まず。 

• 油タンクの巧油びあふれ出て乂がのおそれ 
びありまず。 — 

@燃性ガスの発をする場所、またはたまる場所) 

•些をや火災の原因になりまず。_ 

G 豆室•飼育室など人のいない場所） 

• 予測できない事故び発生するおそれびあり 
ます。 



0 

使用禁止 




願い （ NOTICE) 


女シリコーン配合製品を使用しない 


•ストーブ(石油フアンヒーター)で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.ク U - ム•液 
体スプレーなどの枝毛用ヘアートリートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど)を使用しな 
い でください。 点个 S ス -途中消火などの故障の原因になります。 

|★!) G ■^由の扬§棄 I •灯油の廃棄処分は、な油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 














使用ずる場所 


み効果の に使用するために 

♦温風の循環を妨げるをのびない場所に設置してください。 
♦が気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的でず。 


お使いになる前に 



各部のなまス 


タンクふた 


































各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


で表示 


点な…室内温度が設定されて 
います。 

点滅…室内温度を設定中。 


_ 雙表示 _ 

点灯…消臭点火に設定されて 
います。 

点滅…消臭機能作動中。 

消な…消臭点义び解除されて 
います。 

14ぺージ参照 


__寺 度^換気 表お 

点減(運乾停止） 

室内の空気が、酸素不足状態です。 
•窓やドアを開けて充分に部屋の 
換気をしてください。 

•換気ランプにたよ5ず1時間に] 
〜2回は必ず部屋の換気をして 
ください。 


灯油 セ ーブ ボタ ン 

な油セーブ運転の設定•辭除 
をおこないます。 

1目、17ページ参照 


設定温居 


_：(コ□ン) 表示 

.点な…時刻び設定されていま 
す。 

点滅…時刻を設定中 


チャイルド□ックボタン 

設定•解除をずる場合はチヤ 
イルド□ックボタンを3砂しソ上 
押します。 

2日ぺージ参照 


タイマーポタン 

タイマー運転をおこなラとを 
に使います。 

17ぺージ参照 


温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

•室温設定の場合…設定温度をお好みの温度にすることびでをます。 

© あるいは©のボタンを巧して合わせて < だ 
さい。 

•時刻設定の場合…©あるいは@のボタンを押して合わせてくだ 
さい。 


13 J 6 ベージ参照 


_タイ マーラン プ 

点灯♦タイマー運転待臟中 
♦タイマー運転中の1時間 
•タイマー運転終了時沁表示中） 
点滅 ♦ タイマー時刻を設定中 


_星転ランプ 

点滅…予熱中 
点な…運転中 

14、17、18、19ページ参照 
































消臭点乂 • 時間延長 • 給油延長ボタン 



■ 


7 


運転スイッチ（運転ランプ） 

—度押ずと …「入」 

(確実に巧さないと運転ランプび消灯し、 
点火しません。） 

もラー度押すと… 「切」になり まず。 

] 4、17、18、19ページ参照 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 

タイマー運転終了時には、「/沁」を表示しまず。 


設巧混度室巧温度 



■給油に関する残り 燃焼 時間 
残0時間を表示します。 

※油切れ時は r —」を表示しまず。 


設定ミ晶度室巧温度 



■3 時間燃焼終了時の表示 
リ Hr 」 を表示します。 


設定湿度室の溫度 



■故障•異常により自動消义したとをの表示 
(エラー表示） 

自己診断機能により、故障時には E - 日 〜 E - 弓を 
を/ J 、 します。 

設定温度室巧温度 

長- 5 1 


灯油セーブ）表示 

点灯…灯油セーブ運転中 


n チャイルド□ック表示 

点灯…チャイルド□ック作動 
消な… チャイルドロック解除 


8：00" 


設を温度室の温度 


デジタル表示部 

(消臭点火が解齡れている場合は鼠表示は消なしています。） 
■温度表示 

設定温度…6む〜28でまで設定温度を選択でさます。 
室内温度…日で〜32むまで表示します。 


設定温度室の温度 



■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


巧給 油表示 

Q 表示が点な 
油タンクのな油がかなくなって消火ずる1 日 分 前。 
「ピー」音が鳴り、鶏り燃焼時間（分）を表示しま 

固す。 

表示が点滅（運転中） 

給油延長ボタンを巧し、給油延長(最大約6日分 
Q 延長）運転中を表おします。 

表示が点ミ威（運転停止中） 

油がな< な0自動消火しました。 

表示は「-」表示となります。 

11ページ参照 


•燃焼中に巧したときから、再 
度3時間の燃焼継続び巧能に 
なります。 

19ページ 
参照 

* タイマー運転か6、通常運転 
に切り替えるときに巧します。 

18ページ 
養照 

• 給油延長運転をするとさに押 
しよ9 0 

11ページ 
参照 

• 消臭点火をずると讶こ巧します。 
• 消臭点乂を解除するとをに押 
します。 

14ページ 
参照 

__ J 


運転スイッチ 運転スイッチ 

「入」 窃」 


お使いになる前に 










お使いになる前の準備 


製品と同個品を取り出します 


♦包装箱からすべての包装材を取り除さ、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出して < ださい。 

同時に取扱説明書を取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や包装材はな管するとさにご利用くださし、。 



_ な油について 

參燃料はな油川51号灯油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでくださし、。 


A 危険 


lir ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで<ださい。少量の湿入でを、 
火災の原因にな0まず。 



(§) 

ガソリン禁止 
























変質な油とは 


不純な油とは 


•古い灯油。 （2 年な上持ち越 
した灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高し、場所に保管した打 
油。 

♦容器のふたが開けてあつたり、 
乳白色の容器で保管した阿油 
は変質しやすい。 

変質のひどいちのは黄色おを 
おびたり、すっぱいにおいび 
しまず。 


古い巧油は 
使わないで 




0 

使用禁止 


♦灯油し处外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ6油、磯 
械油、重油など）びほん 
の少、しでち混入した'灯油。 


♦水やごみが混 
入した灯油。 


好油け外の \ 
油、か、ごみを 
. 入れないで * 


巡 


0 

使用禁止 


変質な油の見分けかた コップに水を入れ、次に灯油を入れて背後に白い紙をあてます。 


かと同じ無色透明な5正常。 



少しでち色びついていた5 
使用しない。 



0 

使用禁止 


•変質灯油の見分けかたはたい 
へん難しい ので、メーカーの 
はっきりしない巧油は使用し 
ないで < ださい。 


® 変質'な油や不純な油を使用ず 
ると 

•変質灯油や不純な油を使用しまずと、パ’ 
ーナーに 多量の タールび たまり、点火し 
なくなったり、燃焼び悪<なった0、激 
しいにおいびした0しまず。 

•水の混入したな油を使用しますと、炎び 
ルさくなり乂び消えてしまいます。文、 

油タンクに灯油び殘っているのに 、 r Q 」 
表示び r 点财」することびあります。 


® 万一変質な油や不純な油を使 
つたときの処置のしかた 


油タンク、油受け、油受けざ5内の悪い 
好油を振を取り、良質のな油で内部を2 
〜3回洗ってか6ご使用ください。 

(24 ページ参照） 

悪い灯油を振さ取ってち効果のないとさ 
は、販売店までお問い含わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理となり 
ます。 


お使いになる前に 









お使いになる前の準備 


給油のしかた 


A ま意 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5火の気のない 
ところでおこなってください。 

火災のおそれびあ D ます。 


〇 

消乂 


1油タンクを取り出ず。 

2給油ロロ金を左「〇」へ回して取 
りはずず。 

♦給油口□金を取りはずす前に、先端の弁部を 
巧すと、給油□□金び開けやず<な0ます。 


3給油する。 

巿販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび5給油して<ださい。 
(ホースが扳けないよラにミ主意しなび6給油し 
て < ださい。） 

♦灯油は油量計の上部(ち図♦給油位置)まで給 
油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびあ0まず 
ので充分ま意して給油してください。 

4給油ロロ金を締める。 

給ミ由□□金をち「〇」に回して確実に締めてく 



女給油□□金は、斜めに締めた0、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油が出な<なります。 



〔本機の給油ロロ金) 



5油漏れのないことを確認ずる。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを確認 
してか5、ス I ブに正しく静かにセットしま 
ず。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。火 
がのおそれびありまず。 













給油の目ち（給油延長運転) 



1油タンクのな油が少なくなると、「0」表示が r 点な」し、「ピ ー 」音が 
連続して鳴り、デジタル表示部に残り 燃焼 時間（分）「の」を表示しまず。 

♦運転スイッチを押して消火してから、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとに「ピー」音び鳴りまず。約1日分後に「 Q 」 表示び r 点滅」し、「デジタル 
表示部」の残り燃焼時間表示び r ——」となり自動消火します。 

2給油延長運転をずるとを 

油タンクのな油びかなくなり 「巧 J 表示び r 点な」 したと さに、 r 給油延長ボタン」 を押します。 「 Q 」 
表示び 「点滅」 にかわり、給油延長運転をして最大約 目〇 分間の燃焼継続をしまず。デジタル表示部の残 
り燃焼時間表示(分)が変わります。 

給油延長運転中、残り燃焼時間び10分政下になると2分ごとに r ピー」音び鳴ります。 

♦約日〇分拟巧に、運転スイッチを押して消乂してから給油してくださし、。 

女給油しませんと、「0」表示び r 点滅」し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が r —」になり、 

白動消火します。 


油タンクの灯油び空になつてち、油受けざらのな油を燃焼させて、最大約孤分の延長燃焼（給油延長 
運転）びでをます。 


^ ■ 

♦r 給油延長ボタン J を押すと、時間延長(燃焼)わ同時にセツ ト されまず。 

(19 ぺージ「消 G 忘れ 消央裝 置の使。かを J 参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 (r 微亂 または r ミ ニ 」) 運転をします。 


A ♦么 - r*r 

、 

★ストーブを持ち運ぶとさは必ず消乂をし、本体温度び充分下がって 
から、電源プラグをコンセントからおいて、 油 タンクを取り出して 、 SB 
スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。な油びこぼれて火ス y 
災になるおそれびあります。 ^胃で 

/!\江忌 


お使いになる前に 


id 










お使いになる前の準備 


点义前の準備 


1 水平の確認をずる。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ス I -ーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消乂装置び誤作動ずることびあります。また、転 
倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 1^^^ \ / 

AC 100 V ) に確実に差し込む。 -- 

♦ r ピ ー 」音がします。 _ 


♦デジタル表示部に:表示び「点灯」します。 

( rH 量」表示も r 点巧」しまず。） 

-お願い一 

★電源プラグを、絶対に、200ボル h のコンセントに差し 
込まないでください。感電■火災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、 
電源プラグび過熱し、熱変おすることびあります。この 
ようなとさは、おずお買い上げの販売店に修 i 里を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理して<ださい。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因にな0ます。 

★他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 


★電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張っておか 
ないで<ださい。断線、発熱、発火の原因になりまず。 


★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、床面 
び変色したり、そり返ることびありますので熱に強いマ 
ットなどを敷いて < ださし、。 



空源フラグ 


股定温度室巧温度 




夕〕足配線 
は危険 




0 

禁止 

A 







3 現在時刻を設定しまず。 


di 現在時刻が午後7時10分の場含 


① © または©のボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして r ——」び「点滅」しまず。 

愛デジタル表示を見なび5 © のポタンを 
押して/弓に合わせる。 

③デジタル表示を見なが！5 © のボタンを 
巧してのに合わせる。 



m 表示 


設定温度室の温度 

1 

弓 

1:1 

日 

1 m 

1 


I ( ちげる)■(がる)のボタンは、一度巧すごとに1時間または]分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みまず。 

僻刻含わせをずる場合は、デジタル表示部の時計表示び r 点減」している間 （1 日秒間）に(さげ句 • 的る)の 
どちらかのボタンを押して < ださい。 

時刻合わせびできなかった場含は、もう一度(かな)または © のボタンを押してやり直してください。 


(4) r / y の」が、 r 点滅」から r 点む」に変わり、設定が完了しまず。 

f -お願い- 

★ストーブの時刻が狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる場合は、電源プラグを一度振いて、 
ちラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでも直5ないときはお買いまめの販 
売店までお問い合わせ<ださい。 

女ス t -ーブに初めて通電したとさや、停電禮や、電源プラグを抜いて再通雲した場合、デジタル表示 
はち図のようにデジタル表示部に r - - : - - J 表示び r 点灯」しまず 
ので、現在の時刻を設定してください。 

(rJl 宴 J 表示を「点灯」します。） 


み省電力機能 1 

♦デジタル表示部の時計表示は、已分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表お部が「消：0」し 
て、電力の消費をおさえます。（※チャイルド□ック設定になっている時は「田」表示は「点灯」したまま 
になります。） 

時刻を確認したい場含は、操作部の運転スイッチ iu 外のどれかのボタンを押すと表示します。運転スイ 
ツチを押すと点乂動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。） 

4 


設定温度室巧温度 


お使いになる前に 










使いかた 


点义（通常運転) 



※購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを振いた状態から岳度お使いになるときには、消臭点火 
モードに設定されますので、 「 iii 」 表示び r 点灯 J します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約1日日秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにおいを少'なくす 
る点乂方法でず。 

① r 運転 スイ ツチ」 を押して r 入」 にす る。 [確実に下まで押し切らないと離ランプび「消 
灯」したままで点火しないことびあ0ます。] 

♦「ピー」音がして r 運転ランスび「点滅」しまず。 

♦デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示し ます。 

油タンクに灯油びあるのに 「 [3 J 表示び r 点滅」 している攝合は、油受けを取り出し、ごみやかを捨て 
灯油で洗浄してください。 （24 ぺージ参照）__ 

( D 約1加秒後に自動的に点火し、「運輯ランプ」が r 点巧」に変わりまず。 

♦ A イパワー運転 

運転中に室内温度び低下し(約10む政下)、設定温度との差び約日む！;(上になると、数分間、通常の 
最大暖房出力を約10%アップさせて自動運転します。 

I ★消臭点痴雨方罰 

♦ r 運転スイッチ」 び r 切」 の時に r 消臭点火ボタン」 を押ずと、 rJlE 」 表示び 「消阿」 して消臭点火モードが解 
除され、点火までの時間が短くなります。(約90砂） 

室内温度び日むし U 下の塌合は、点乂までの時間び、約1日日秒のままでず。 

f -お願い-^ 

★初めて運転するとをや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転するとさ、白煙 
(灯油の穀気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油び蒸発ずることによるをので、一度点火し、余分な油びなくなれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 換気をおこなってください。 
★点火時にバーナー(燃焼部)巧で、「ボッ」と言ラ音が r ゴーゴー」と言ラ音びします。これは点火を確 
実にするためで異常ではありません。 

★点火時にはかしにおいびあります。 

★燃焼中「チッチッチッ」と言ラよラな音びすることびありまずび、電旋ポンプの音です。また、燃焼 
中に「ジユツジユッ」-「シヤンシヤン」などの音びずる場含びありますび、これは、灯油が蒸発する 
音です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐたがに、点火渡3時間で自動消乂をします。燃焼を継続する場 
含は消火する前に 時間延長ボタン」 を巧してください。詳しくは2日ぺージを参照してください。 
















炎のが態 


参 


BBEBBi 


炎 

の 

図 



• 青炎燃焼で炎の先端にをか 
黄がびはいる。 

•炎の伸びや、燃焼音がルさ 
い。 


(ここに表示した状態は r 強燃焼」の状態でず) 


使いかた 


•燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター)を掃除する。 
•販売店にご相談 < ださい。 

























使いかた 


室温の調節（運転中にしかでさません) 



①©または©ボタンを一度巧ず。 

♦「ピー」音がして「」表示び、「点滅」します。 


屋)湿度を上げるとさ。 

♦デジタル表示を見なび6( がな) のボタンを押す。 

( D 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なび5おげ 5 )のボタンを押ず。 

•温度設定をする場含は rcj 表示び「点滅」している間(約 1 日 秒 間)に各み.處请 ボタンのどち6かを巧 
して < ださい。 

設定でをなかった場合はをラー度押して、やり直してください。 

♦設定温度は目む〜28で、室温表示は0で〜3ど C まで表示しまず。 

♦設定温度にコント□-ルずるために自動的に(最大) r 強」■「中」 • r 弱」- r 微弱」-(最小) r ミニ」運転 
をくり返します。 

♦-度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、「消乂」後泻運転する場 
合、同一設定湿度になります。 


-お願し、- 

★室温び約18で政下では「微弱」または r ミニ」燃焼しないことびあります。 

★温度調節は巧流用ファンの燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター)付近の温度を感知しておこな 
いますので、ストーブの位置や部屋の大ささによって、必ずしわ、デジタル表示部の室内温度表示 
と、室温とは一致しません。 


な油 セーブ 運転 


灯油セーブ運転は設定温度よりち室温び約3む上昇しますと r 消乂」して無駄な暖房を抑えます。 

灯油セーブ運範を解踪していないが態で運転したとさに室温び設定温度より3でし^上高い場含は、運 
転ランプは r 点な」しますび運転はしません。 

また、室温が設定温度攻下まで下びりますと、自動的に再点乂します。 


















デジタル表示 

m 表示 

fis 表示 
で 表示 

1：)：了油セープ運転の設定のしかた I (巧油セーブ運転の設定は運転中にしかおこなえません) 

①「巧油セーブポタン」を巧ず。 

♦「ピ ー 」音がして 「 I 5 S J 表示び r 点な」しセツトされます。 

11口油セーブ運転の解除のしかた] (打油セーブ運転の解除は運転中にしかおこなえません) 

( Dr な油セーブポタン」を押ず。 

♦「ピー」音びして 「 ^ 」 表示び「消灯」し解除されます。 







■タイマー点火時刻は、 5 分おさにしか設定できません。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□—ルでお部屋の大きさとその時の室温により、自 
動的に点火時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしておをます。 

通常、タイマー運酷設定時刻の 0 分から 25 分前に運転を開始しまず。 


タイマ— 


現在時刻を設定しまず 1に従って、時刻合わせをしてからで 


★タイマー運転をずる場合は、 13 ページ I 3 現在時刻を設定しまず I に従って、お 
ないと運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に fir or 」 び表示されまず。 

I -デジタル表示 


I 設定温度室巧遍度 


© K- zllj 




運起 

•^3 •八 

〇切 


聲藏 SI 

^ ち顯 



運転スイッチ 


タイマーランプ 


タイマー運転のしかた(タイマ-を使用して暖房を始めたいとき) 


♦'な油セーブ運転は一度設定すれば、をラー度 r 灯油セーブボタン」 を押して解除するか、電源コード 
を振かない限り解除されません。 

♦口油セーブ運転が設定されている場合、運転スイッチを押して運転をおこなラたびに、「巧 S 」 表 
示び r 点灯」します。 


使いかた 












使いかた 


CSi 午前6時30分に設定したし、とき 

①「タイマーボタン」を押す 0 設定温度室巧温度 

•このとさデジタル表示部の表示び表示に変わり、 _ . _ * 

「タイマーランスび「点激しまず。 [ _ ■ _ 

( D デジタル表示を見なび5 © のボタンを 
押して S に含わせる。 

( D デジタル表示を見なが5 © のポタンを 
押してぶに含わせる。 

♦ のポタンは、一度押すごとに1時間または5分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 

に進みます。 

♦時刻含ねせをずる攝含は、 「タイマー ランブ」び1'点热!している間(約10砂間)に(?^^^) . のどちら 

かのボタンを押して < ださい。 

♦設定できなかつた場含は、もう一度 r タイマーボタン J を押してやり直してください。_ 

巧)「タイマ—ランプ J が「点滅」している間に、 r 運転スイッチ」を押し 
て r 入」にずる。 

♦約1日砂ほど経過ずると「タイマーランスび「点灯」しデジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
が完了します。 


★タイマー運転は、一度タイマー時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーポタン」 を押して 「夕 
イマ—■ランプ」 の r 点滅」 中(約1日秒間）に、 「運転スイッチ」 を r 入」 にずるだけで同一時刻で設定び完 
了します。 

★「運転スイッチ」 を押して 、 r 運転ランスび r 点滅 J しているときに r タイマーボタン」 を押すとタイマ 
—ランプが点滅し、約10秒程経過すると 「タイマーランプ J び「点灯」 し、 セットび 完了します。 
★タイマー時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解隙あるいは通常運転をおこないたい場合。 
1 r 運転スイッチ J を押して r 切」 にする。 一 〔タイマー運転の解除） 

2 r 運転 スイッチ」 を再度押して r 入 J にする。 一 〔通常運転開始〕 


タイマー運乾の注意事項 


女タイマー運転をした場合点乂後約1時間後に宮動的に消火し、 「タイマーランプ J が r 点な」 し、デジ 
タル表示部の 「 ，<沁 」 表示び 「点灯」 します。 

連続運転ずるときは、タイマー運転の点火時より1時間 L ソ巧に r 時間延長ボタン J を巧してください。 

♦残り燃焼時間が 1 日分になると r デジタル表示部」 に数字で I 日 I 9 . . • と表示し、 2 分毎に「ピー」 
音でお知らせします。 - 

•これは閉め切つた部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない場合は、自動的に消乂します。 

女通常運転中に r タイマーボタン」 を押すと、 r 消火」 して r タイマー運転 J の待機状態になり、タイマー 
時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 


公 




★タイマー時刻の確認は、タイマー運転待機 中 または消乂時に r タイマーボタン」 を巧すと、 1 日砂間表 
71^します。 

女タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ス I ^ ー ブを揺らして巧震自動消火装置げ作動したとき、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場合は、再度13ページ I 3 現在時刻を設定します1 を読んで、時刻含わせからおこなってく 
ださい。 


消乂のしかた 



が運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 [禮実に下まで押し切5ないと運転ランプが 
「点灯」したままで消火しないことびあります。] 

参「ピー」音びしてデジタル表示部は現在時刻を表示し、 rjl 量」表示び r 点滅」して消臭機能の作動中を 
表示します。 

•消火後、約9日砂間は対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

. -消乂時の注意-1 

★(移動するとをなど)消火後、対流巧フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないで 
ください。音び出たり、炎び出たり、ススが発生して再点火後に安全装置び作動してエラーで停止 
することびありまず。 （25 ページ r 異常のお知 5 せ(デジタル表示の見かた)] 参照） 

★緊急のとをを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源プラグを抜いて消火さ 
せないで < ださい。 


-お願い- 

★消火操作をしたとをは 「運乾ランプ」 の r 消灯 J とバーナー巧の火び消えることを確認してください。 
★消火時にはバーナー(燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音びします。これは消火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★点火してすぐに消火操作をしたとさ、をつい臭気び発生ずることびあります。点火樓約2日分はでを 
るだけ消火しないでください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから损いておいてください。 


_ 消乂後再点火するときの注意 

★消乂後ずぐに再点义すると、異常音が出ることがありますので、しば 5 く（約 10 分)待ってか日再点义し 
て < ださい。 

女ス I -ーブが隱かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は、約40秒です。 

消し忘れ消义装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するた めに、点义してか 5 3 時間 
燃焼が継続す ると、「デジタル表示部」に3村-を表示して、自動的に 
消乂しまず。 


設定湿度室巧漏度 



使いかた 












使いかた 

♦残りの燃焼時間び、10分になると r デジタル表示部」に数字での 
* • •( と表示します。 

♦この間、2分毎に r ピー」音でお知らせします。 

〇消火ずる前に r 時間延長ボタン」を押す。 

♦その時点か5再度3時間の燃焼継続び巧能になりまず。 

♦自動消火した場をは、 r 運転 スイッチ」 を押し直してください 

換気ミま意表示の見方 

★閉め切った部屋などで長時間運転をずると r 斗臣 ►」 表示び r 点滅 J し 
「ピー」音び日砂間鳴って運転を停止し、 r デジタル表示部 J に r — J 
表示び r 点減」 しまず。 

k 臣 M 表おにたよ6ず、]時間に1〜2回は必ず部屋の換気をして 
ください。 


チャイルド□ックの使いかた 




チャイルド□ツクは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って運転スイッチを押してを点乂しないよ 
ラにしたいとさに使用します。 


設定お度室巧為度 


チャィル颗ミ 


獲 賊孤： 

I う》ィマ)^参ず^ 

時間延長 



運転 

—チャイルドロック表示 


運掠スイッチ 


チャイルド□ックの機能 


1運転中にチャイルド□ックを「セット」したとき。 

•r 運乾 スイッチ」 で r 消乂」 のみびでさます。 

♦設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2消火中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦すべての操作びでさません。 

3チャイルド□ック中に点乂もしくは再点乂したとき, 

♦デジタル表示部に「ら~ or 」 び表示され点火しません。 









安全装置 

女 安全装置が作動するのは何5かの異常があるときですか5、下記の処置をしても正常にな5ないときは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

女再点火操作とは一度 r 運輯スイッチ」 を r 切」 にしてか6再び巧し直して 「入」 にすることをいいます。 


をを装置名 

巧震自動 
消火装置 


不完全燃焼 
防止装置 


_ はたらき_ 

♦運転中にス I -ーフ本体び地震(震度約日政上)や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 


♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとさ不完全 
燃焼による危険を防止ずるものであり、自動的 
に燃焼を停止します。 


この装置は、あくまでも不完全燃焼による危険を防止するため 
のものであり、使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、新鮮 
な空気を楠給してください。 


点火まを 
装 置 


停電を全 
装 置 


燃焼制御 
装 置 

過熱防止 
装 置 


消し忘れ 
消乂装置 


♦点火ヒーターの赤熱不足や、バーナ ーヴー ミス 
夕の不良による点火不良。 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-ブ□アモーターな 
どの故障により点火しないとさに、運転を停止 
します。 


•運乾中に停電や電源プラグを抜くなどして輩源 
び切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電されてを運転 しません。 

♦タイマー運酷中に停電があった場合、タイマー 
運転は解除されます。 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

♦ブ□アモーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ストーブび異常過熱したとさ、火災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

♦消し忘れによる危険を防止するたがに、点火し 
てから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止しまず。 


♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、槪器の損傷、 
油のあふれなど、異萬がない 
ことを確認した後、再点乂し 
て < ださい。 

♦作動した場含は、燃焼-温風 
空気取入 □ (フアンフィルタ 
一）の掃除をし、部屋の換気 
をしてか5再点火してくださ 
い。 

に3ページ参照） 


♦点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
-底のク□スマットにな油び 
しみこんでいまず。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

♦再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直します。 
(13、18ページ参照） 


•再点火操作をします。 


•燃焼•温風空気取入 □ (ファ 
ンフィルター)のほこ0を取 
り除いてか6、再点火操作を 
します。 （23 ページ参照） 

♦消火ずる前に「時間延長ボタ 
ン」を押す。 

♦消火した場含は、再点乂操作 
をします。 

り9ぺージ参照） 


使いかた 




点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
安をにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格省〔(財）日本石油燃焼機器な守協会 (TEL 03- 3499- 2928) でおこなラ技術管理講習会修了者(石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすすめしまず。 


日常の点検•手入れ 


女 点検*手入れをするとをは、必ずス I ブを消火し、電源プラグをコンセントから巧いて、本体温 
度が充分下がつてか6おこなつてください。やけどや感電をずるおそれがあります。 

女部品に觸るときや、内部を掃除すると动ま、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シンナーなどで成かないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の巧燃物 

•ス I -ープの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいをのを置かないよラにして < ださい。 



•ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などで&を取 
つて < ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


[油漏れ、油のたまり、油のにじみ I 

♦万一油漏れによって、油のたま0、油にじみび 
生じているとをは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏赃置をし、油漏れがなくなったことを 
確認してから点乂操作をしてください。 



♦油タンクの給油口□金の弁部などに、ごみびは 
さまつている場合びありますので取り除いてく 
たさし、 0 巧す 



公 








1 週間に 1 回む上 



燃焼•温風空気取入 □ (フアンフィルター）の掃除 


♦本体背面にある燃焼-温風空気取入 □(フアンフィルター) にごみやほこり 
び目づまりしますと、燃焼用の空気量び減って点乂時に白煙び出たり、燃 
焼中に不完全な燃焼となり炎び高く伸びたり r ピー」と言ラよラな異窜音び 
したり、温風用空気量び減って週熱防止装置びはた5いて消火することび 
あります。 

フアンが停止していることを確認してか5燃焼-温風空気取入 □ (フアン 
フィルター）に付いているほこ0を、電気掃除機などで吸い取ってください。 



燃焼•温風空気取入口（フアンフィルター)の巧れびひどい塌合は、フアンフィルターの止めねじ （1 
本）をはずし、フアンフィルターの中央を図のよラにみし持ち上げなび5ち側のつまみを左側に引つ 
ぱつて、はずして、掃除をして<ださい。 



1箇月に1回!;!上 


1温風吹出口（ルーパ’一）の掃除（必ず手袋をはをておこなってください ） I 

♦適風吹出□(ルーバー)び巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機や、固くしぼった施れ雑巾な 
どでふき取ってくださし、。 

-お願い- 


★このとをぶ、ずス I ''ーブを消火し、温風败出□(ルーバー)び冷えてからおこなって<ださい。 
やけどをするおそれびあ0まず。 




点横•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


























点検-手入れ 


袖受けの掃除 


♦油受けは丹油は通しますび水は通しにくいフィルタ 
一ででさています。油受けに水やごみびたまると、 
油タンクにな油があるのに、「 [] 」表示び「点丹」す 
ることがあります。 

♦「油タンク」を取り出してか5、「油到ブ」を傾けない 
ように取り出し、たまった水やごみを取り除いてく 
ださい。 



-お願い- 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず:打油で洗ってください。 


巧震自動消乂装置 


•燃焼中にストープをゆすって、自動的に消火するかを点検してください。 
♦宮動的に消火しまずと、「デジタル表示部」に f - 弓を表示しまず。 


シーズンに1〜2回け上 


油タンク、油受けざ！5の掃除 


参油タンクと油受けを取り出し、巿販の給油ポンプ等で油受けざ5巧の水やごみを取0除いて<ださい。 




雪源プラグ、コンセント 


参電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因にな 
ることがあります。 

電源プラグをコンセントか6振いて、付着したほこ D やちれを取り 
除いてください。 



を^ 












故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障-異常の原因が表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するときや運乾しないと走は、お買いまめの販売店へご連絡ください。 


( デジタル表示 

点な(点滅)の意味 ' 


’ 処置方法 、 

E 

-0 

♦過熱防止装置げ作動しました。 

今 

♦しばらく待ってか6再点义操作をしてください。 

参燃焼•ミ豆風空気取入口（ファンフィルター）、温風の出 
□ (ルーバ ー) の掃除をしてくださし、。 （23 ベージ参照） 
♦ストープの周囲の幢害物を取り除いて < ださい。 

F-CI 

•停電消火を里源び入りました。 

今 

♦運転スイッチを一度「切 J にしてから泻点火操作をし 
てください。 

参電源プラグなど電源をご確認くだをい。 

♦電気系統の故障でず。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表を_!などをご連結ください。 

E- 1 

♦ルームサー S スタが阻1線しました。 


♦修理がお夏でず。お買い求めの版売店または別紙の 

F ■ミ 

♦バーナーが予熱不足です。 

参バーナーサ ー s スタが断線しました。 

♦点义ヒーターが断線しました。 

今 

お客様相談お□一質まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ください。 

E 

-2 

♦消义をずぐに再点义操作しました。 

♦点义巧全装畳び作動しました。 

(♦燃焼部にシリ]-ン酸化物肺惟しました。4ぺ—ジ参照） 

=> 

♦しばらく待ってから泻点义操作をしてください。 
♦お買い巧めの販売店または別紙のお客様ホ目談お口一 
篇まで、「デジタル表示」などをご連絡ください。 

E -5 

♦地悪により消火しました。 

♦本体を傾けたり、強し\お動、衝擊びちえ5れ 
消义しました。 


♦ストーブび傾いていないか確認してから、再点义操 
作をしてください。 

E 

-6 

♦不寅を燃焼防止装苗が作動しました。 

(♦が齡 EI 〔シリ〕-ン勵ヒ物が付着しました。4ぺ—ジきお） 

=> 

•燃焼•温風ま気取入口（ファンフィルター)、油受けの 
掃除をしてください。（23、24ページ参照） 

参修理び必要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一おまで、「デジタル表示 J などをご 
連緒ください。 

E-1 

♦室温げ33でな上になりました。 

今 

•ス1''ーブの周囲の障害物を取り除いて < ださい。 

E 

-8 

♦ブロアモーターび惇止しました。 

今 

♦電源プラグを入れ直してください。 

参里気系統の巧障でず。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連絡ください。 

•5-3 

♦点乂安を装置が作動しました。 

(♦お焼部にシリコ-ン勵ヒ物肺情しました。4ぺ-ジ参目目） 

今 

♦燃巧•温風を気取入口（ファンフィルター）、油受けの 
掃除をして<だ立い。（23、24ぺージ参照） 

参修理び必要でず。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一賀まで、「デジタル表示」などをご 
連結 < ださい。 

E ‘ 


♦チャイルド□ック中に運おスイッチを「入」 
にしました。 

今 

♦運転スイッチを「切 J にして、チャイルド n ックを辭除 
して<ださい。巧〇ぺージ参照） 

- or 

•タイマー点乂時刻び設定されていません。 

今 

♦運転スイッチを「切」にして、タイマー点义時刻を設 
定してください。 （17 ページ参照） 

• 

• • • 

►換気 

室巧が酸素不足でず。 

今 

•窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
5巧点火操作をしてください。 

バー表示点滅 

Q 撒 田 

灯油がな < なり消义しました。 

=> 

♦灯油を給迪してから再点义操作巧して < ださい。 

♦油畳けの掃除をして<ださい。 （24 ページ参照） 

IHr 

タイマーランプ 

♦タイマー運乾が路了しました。 

今 

•再点义操作をしてください。 

が r 

♦消しちれ消义装置にてミ肖义しました。 


♦再点义操作をしてください。 

全消灯 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ぺージ参照） 

)=> 

•操作部のいずれかのボタンを巧してください。 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


点横•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


近 












































処置方法 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 

停電復帰後、再点乂 
操作をする 


再点义操作をする 


油タンクと油受け 
内の水を取り除く 

市販の給油ポンプ 
でか混入のな油を 
すっかり抜く 

燃焼•温風空気取入 
口（フアンフィルタ 
一）を掃様する 


なミ由を入れる 


こぼれた巧油をを 
れいにふさとる 

部屋の充分な換気 
をずる 

変質灯油や不純な 
油を良質の巧油に 
入れかえる 
販売店にご相談ください 

操作部のいずれかの 
ボタンを巧してくだ 
さい。り3ぺージ参照) 

正しい給油□□盡 
を取イづけて < ださい 
(10 ぺージ参照） 


表中の£表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 



肖 


使 


故障かなと思ったときに 


故障.異常の見分けかたと処置のしかた 
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部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協含でおこな5技術管理講習を修了 
ち(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場含は、お買い求めになった販売店 
にご相談ください。 

女部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換するとをは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
抜いておこなってください。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


★ス I ''ーブを保管ずる場合は、22ページ I 点横-手入れの項を参照して、ストーブの手入れをして 
か5保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてか5保管してください。 


1 ストーブを消乂し、ストーブび充分をえてか5、電源プラグをコンセントか5 
抜く。 

2 燃焼•温風空気取入 □ (ファンフィルター）、温風吹出 □ (ルーバー）、電源プラグ 
に付着したほこりやミちれを掃除してください。 

3 油タンク、油受けざ6内の打油、ごみ、か気を取り出す。 

♦請や巧あさの原因にな0まず。 

4 器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れてお管する。 

♦湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないでください。 

巧けされなかった灯油び漏れることびあります。 

★取扱説明書-保証書ちおず保管してください。 


廃棄するとき 

24ページ「油歹女歹 r 涵晏 けざ S の焉原" ]の項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜さ取つ 
てか5廃棄してください。 


i 点横.手入れ•アフタ—ヴービス 


公 








型式 の呼び 
種 _類 

点义 方式 


使 巧 燃 料 
燃料消費量 取八 


暖房出力 


燃焼継続時 
が お 寸 
質 


電源電圧及び周波数 


定 格 

費 電力 
騒音値 （ 正面 ）i 




LC-K297 


ポット式-強制通気形-強刺対流形 


電気点乂 


な油 （ JIS 1 号） 


0.281 L/h 


0.077 L/h 


2.89 kW 


日.7目 kW 


瓦 7 L 


3.2 時間(最大燃焼時） 


_高さ41己 mm 幅 334 mm 與行3日 0 mm 履台を含む） 


_ 7.91<旨 _ 

_ 1 00 V -己。/巨 OHz _ 

点火時 320/320\/ V 燃焼時12/1 2 W 待機時日. 8/0.7 W 
_最大白己〇/9己 0 W (点火初期に短時間発生） 


最大燃焼時 33 ciB 最小燃焼時1目 dB 


4 A 


対震自動消乂装置、点火安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


停電ち全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 


※騒音値の数値は J に測定方法 (JIS S 3031) に基づ<正面値です。 


I 配線図 


フレーム□ッド 


ラ ン 


電源10~~ 
点火 ヒーター 
プ□ア モーター 


電磁ポンプ 


過熱防止装置 k 日〇で) 
巧震自動消火装昏 


ルームサー S スタ 
バーナ ーサー S スタ 



















参このファンヒーターは電源周波数酣、酣 Hz とを同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整がお要ですので、別紙の [53 客種ホ目談窓□^覧 I までご相談ください。 


A ま后' 

> 

故障-破損した5、使用しないで<ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 PO 

分辭禁止. 

* 

A ま后、 

、 

修理-引越しなどで、ス1 ーフを運搬される時は、必ず油タンク、油 

受けざらの卿をおいてください。 AS 

運搬の途中に打油びこぼれ、周囲をミちすおそれびあります。 

指71^ , 


雖誦雌の連遍お _ _ _ 

アフターサービスについてわか5ない場合は、お買い求めの跟売店、または、もよりの I 索客様相談窓口 


一覧（別紙参照)までお問い合わせください。 




アフターサービス 


_ 保言山<—^し 、 C _ 

♦添付しておりまず保記書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保質してください。 

★保証期間はお買い上げの日より 1 年間です。 

修理をと互 I 

♦故障•異常の見分けかたと処置のしかた(巧ぺージ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを振いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は;欠の通りでず。 

©品名"•石油フアンヒーター(強制通気形開放式石油ス!ブ） 

② 型式の呼び… L_C-K2 目 7 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に從って、販売店び修理させていただきます。 
•保証期間が過ぎているとをは、修理すれば使用でさる撮合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料をは、技術糾、部品代、出張料などで構成されています。 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反して使用された場合 
の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


_ 補修用性能部品について 

★石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 

転居される場合 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 









LC-K297 取扱説明書 



お客様へ•••おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

LC - K 297 

お買上げ年月日 

■ ' ^ 

年月 曰 

お買上げ店を 

1 (電話番号） （ ） 一 

J 


株式会社 1 - 31 - 备 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町目番] 7号 
〒4巨 7-08 己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


P 

. S S SS S 
S 夕 

古公 * む ^^ プだを Wlooxn ま度を A 巧 


株式をなトヨト5は快谊巧巧の一«としてこの巧巧訟巧 g はちを放を皮巧しています。 





